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3 要求性（＋）

要求性（－）

その他の栄養
要求性（＋）

D-Glu L-Glu

宮城野菌 60.3% 39.7%

野生株-1 86.6% 13.4%
野生株-2 88.1% 11.9%
野生株-3 84.3% 15.7%

 

試験研究 

事例 
重点研究 有色素大豆加工に適した納豆菌の開発 

●研究概要 

有色素大豆（特に黒大豆）は、難分解性の硬い皮を持ち、従来の市販納豆菌では 

発酵困難である。そこで、その納豆加工に適した納豆菌を自然界から探索する。 

●求める納豆菌 

硬い皮(セルロース・ヘミセルロース(特にキシラン))を分解する事の出来る菌株 

→表皮成分を分解する酵素の活性評価が必要 

→菌株の違いを把握する為に、性質の違い（表現型の差）を評価することが必要 

●実施内容 

 Ⅰ.セルロース・キシラン分解酵素活性の測定 

 Ⅱ.野生納豆菌と宮城野菌の性質の違いを比較 

●結果 

 Ⅰ.セルロース・キシラン分解酵素活性の測定 

                

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 Ⅱ.野生菌と宮城野菌の違いを比較 

 

 

 
 

 

 

●来年度は・・・ 

  北は北海道、南は沖縄まで広範囲の稲を入手済み！ 

  酵素活性の強い納豆菌や面白い特徴を持った納豆菌がいないか解析を実施する 

 ●そして最終的には・・・ 

  研究成果を活かして、県内納豆製造業者の納豆菌に関する相談対応・新製品開発支援へ！ 
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事業 

平成 19～23年度 試験研究指導費（B経費） 

テーマ名「有色素大豆加工に適した納豆菌の開発」 

担当部門 地場食品部門 
 

食品バイオ部門 

技師   久保  雄司 
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表現型試験① 

～ビオチン要求性～ 

表現型試験② 

～納豆菌ファージ感受性～ 

表現型試験③ 

～粘り成分（γ -PGA）の組成～ 

→野生株は、概ねキシラン分解酵素活性は高い。高セルロース分解酵素活性株の探索が鍵 

→宮城野菌は、セルロースを含む培地で培養するとキシラン分解酵素活性が上昇する 

 

 

→宮城野菌と野生菌の間には、特徴の異なる点が多数有ることを確認 
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セルロース分解酵素活性の比較 

キシラン添加培養     セルロース添加培養 

キシラン分解酵素活性の比較 

キシラン添加培養     セルロース添加培養 


